
ていただいている。オンラインの発展で、つい、わかっ
たような気分になりがちな昨今。香港にいるジェトロだ
からこそ提供できる「驚き」や「発見」のきっかけにな
るようなビジネス関連情報の発信や、日本食品の輸出支
援や香港企業の日本拠点展開支援など、日本と香港の経
済関係強化につながるプログラムを実施している。それ
らを通じて日本企業の皆さんが、香港をリアルに見る
きっかけになればと思う。
　ちなみに、私が香港に来た当初、最も驚いたのは、香
港の人達の日本への「愛」と「信頼」の高さである。

「え？そんなこと?!」と思ったあなた。この愛と信頼も、
日本と香港の多くの先人たちの長く深く広い「リアル」
関係の上にあるものだ。それが消えないよう、今日、明
日、明後日のリアルを積み重ねていきたい。

　私がジェトロ香港の所長として着任して半年が過ぎよ
うとしている。仕事柄この半年間で日本から来訪される
日本企業や自治体の方々とお会いする機会が多くあった。
その中でよく耳にするのは、「来てみて驚いた」とか「シ
ンガポールとの違いは？」といったものだ。飛龍読者の
多くは香港とのゆかりが深い方々なので、この感想や質
問には戸惑いを感じるだろう。されど、かく言う私も赴
任前までは香港とはあまり接点のない道を歩んできてい
たので、彼らの質問に共感している自分がいた。しかし
半年も過ぎてくると見慣れた風景と見慣れた習慣に思え
てくる。私はジェトロの業務で、日本の、特に中小企業
の海外展開をご支援してきたが、ビジネスチャンスは、
この「驚き」の中にあるのではないかと思う。日本の企
業は日本国内という熾烈な競争環境で切磋琢磨したお陰
で、かなり精度の高いサービスや商品をお持ちだ。でも
日本ではそれが普通である。一度、海外に目を向けると
多くのことが「普通」ではないことに気がつき驚くだろ
う。この驚きが大切なのだと思う。驚きは発見につなが
り、そこにビジネスチャンス、ビジネスの種がある。そ
の驚き＆発見は、日本にいては見出せないものであり、
そしてリアルでないとなかなか見つけられないものだ。
見て触って感じて聞いて嗅いで味わってと、五感をフル
活動することが必要だ。だが、残念ながら日本から香港
への人流は、まだコロナ禍前までの水準には戻っていな
いという。ちょっと、もったいないと思う。
　ジェトロ香港では日本政府の政策実行機関として、日
本企業とりわけ中堅中小企業の海外展開のご支援をさせ
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隅田：あのシーンは涙なしでは観られませんね。
汪：香港のベテラン俳優が若手俳優たちに「次の時代は
任せた！」とバトンタッチしているようにも見えます。
隅田：私はレイモンド・ラム演じる陳洛軍が九龍城砦の
仲間として受け入れられ、麻雀卓を囲むシーンが印象に
残っています。終盤、同じメンバーで最終決戦前に再び
麻雀をし、負けたジャーマン・チョン演じる四仔が牌を
海に投げ、仲間が「ひとつでも牌がなければ麻雀はでき
ない」と言う。その言葉に、仲間の絆と「一人じゃない」
というメッセージを感じました。
汪：映画の小道具も細部までこだわり抜かれていました
よね。隅田さんの解釈、素敵です。

◆私にとっての九龍城砦
隅田：私は学生時代から九龍城砦に魅かれていて、あの
カオスな建物にどういう人たちが暮らしているのかを知
りたかったんです。残念ながら、初めて香港を訪れる前
に解体されてしまい、余計にどんな風だったんだろう？
という思いが強いです。
汪：1980年代に香港在住だった友人に、当時の香港日
本人学校で使われていた社会科の副読本を見せてもらっ
たことがあるんですが、九龍城砦に関する記述はまった
くなくて……。大人たちには「近づいちゃダメ」と言わ
れ、九龍城砦のことは口にしづらい空気があったそうな
んです。
隅田：知っていても訪れたことがない、目にしたことが
ない香港人も多いのではないでしょうか。
汪：弊社が配給した香港映画『盗月者 トウゲツシャ』
の袁劍偉監督は、13歳まで九龍城砦で暮らしていたそ
うです。「思い出はたくさんありますし、ここが良いと
か悪いとかを語るつもりはありません。でも選べたなら、
多くの大人たちはここを足がかりにして、この場所から
抜け出したいと願っていたはずです」と語っていました。
住民同士の温かな交流もあったのでしょうが、決して住
みやすい場所ではなかったのだと思います。

　香港で大ヒットした映画《九龍城寨之圍城》（邦題：
『トワイライト・ウォリアーズ 決戦！九龍城砦』、以下
『九龍城砦』）。日本でもロングラン上映中の映画の魅力
と九龍城砦について、広報委員2名が探ります。

�隅田 香織（NPO法人日本香港協会広報委員） 
汪 江美子（NPO法人日本香港協会広報委員）

◆『九龍城砦』を観て
隅田：『九龍城砦』は日本でも大ヒットしましたね。
汪：2023年の香港フィルマートでは、共同製作会社のひ
とつ、寰亞電影のブースが九龍城砦を模した造りになっ
ていたんです。コロナ明けで久々のフィジカル開催と
なった見本市だったこともあり、特にバイヤーたちの注
目を集めていました。
　現地公開は2024年5月でしたが、隅田さんは最初に香
港でご覧になったそうですね？
隅田：7月の香港旅行中に鑑賞しました。スピード感溢
れるアクションや笑えるシーン、感動的な場面が詰まっ
た素晴らしい作品で、まるで昔の香港映画が戻ってきた
ようでした。
　香港ではどう受け止められたんでしょうか？
汪：当初の興収予想は香港で3,000万香港ドルでしたが、
公開49日でローカル映画史上2作目となる興収1億香港
ドル超えを達成しました。
隅田：私が香港で鑑賞したときも満席でしたね。
　この映画の魅力は、今では見られない80年代の香港
の風景が鮮やかによみがえっているところ。香港を知る
人も知らない人もその世界観に引き込まれる作品でした。

◆印象に残ったシーン
汪：ルイス・クー演じる龍捲風の死闘シーンは印象的で
した。テレンス・ラウ演じる信一に九龍城砦の住人たち
の世話役を託し、最期まで体を張って戦い抜く。その任
侠精神あふれる姿に、胸が熱くなりました。

映画《九龍城寨之圍城》の魅力と成功の秘密に迫る！

銀座喜記×配給会社の「叉焼飯」は連日大行列！（2025年2月撮影）

寰亞電影ブースの看板には出演者の名前も（2023年3月撮影）



2025/5 ● No.109

3FLYING DRAGON

隅田：危険な場所と言うより、実際にはそこで生きる
人々が必死に生活し、抜け出そうと努力していた場所な
んですね。まさにこの映画がそのリアルな九龍城砦の生
活を映し出していると感じます。
　九龍城砦は取り壊された後「九龍寨城公園」として生
まれ変わり、穏やかな場所になりましたね。
汪：10歳の長男は、香港のインター校で九龍城砦を「歴
史」として学んでいます。教室の本棚には関連書籍が並
び、後ろの壁には生徒の調べ学習の成果物が貼られてい
ました。九龍寨城公園へのバス遠足もあったんですよ。
隅田：私は九龍城砦は見られませんでしたが、啓徳空港
は2回経験しています。飛行機の轟音や独特の景色は映
画のシーンのように印象深かったですね。
汪：‶I believe that some things…will never change."
というフレーズが、映画のコピーに使われているんです。
九龍城砦＝香港そのものではありませんが、面倒見がよ
く、困っている人にすぐに手を差し伸べる香港の人々の
気質は登場人物たちと今もさほど変わらない気がします。
多様なバックグラウンドを持つ人々を受け入れる寛容さ
も。「変わらないもの」の存在も、この映画で改めて感
じました。
隅田：確かに！おっしゃる通りかもしれませんね。

◆映画『九龍城砦』に関わった日本人
隅田：実は私、90年代からこの映画のアクション監督、
谷垣健治さんのファンなんです！
汪：ファン歴30年！きっかけは何だったんですか？
隅田：偶然、彼の出演作品を観て香港でスタントマンか
ら下積みした努力の人なのだと知りました。近年は日本
映画でも活躍し、まるで近所のお兄ちゃんが有名になっ
たようで嬉しいです。
　この映画には他にも日本人が関わっていますよね？
汪：音楽を担当された川井憲次さんですね？
隅田：はい、Wけんじさん！素晴らしい香港映画に日

本人が関わっていることに誇りを感じます。お二人は第
43回香港電影金像奨にもノミネートされていますね（寄
稿時点）。今後のご活躍も楽しみです。※4月27日の授
賞式で谷垣氏は最優秀アクション設計賞を受賞。

◆香港映画のこれから
隅田：『九龍城砦』が日本でヒットしたことで、2月に
は監督と出演俳優が舞台挨拶のために急遽来日してくれ
ました。感激でした。
汪：香港映画の海外興収は、近年、全盛期の6分の1に
まで落ち込んでいます。「東洋のハリウッド」とも呼ば
れたかつての輝きも薄れてきているように感じます。だ
からこそ『九龍城砦』が海外でも好成績を収めたことは、
香港映画界にとって大きな励みとなりましたし、今回の
来日に繋がったのかもしれませんね。
隅田：日本公開以降、徐々にその魅力が広まり、最終的
には全国38都道府県で上映されるまでになりました。
何度も劇場に足を運んだ人々も多かったですね。
汪：興収の半分は製作側に還元されますから、チケット
代は続編の製作資金にもつながるはずです。
　いま香港では、映画の資金集めがますます難しくなっ
ていて……。九龍城砦は「歴史」になりましたが、香港
映画まで「歴史」にしたくはないですよね。
隅田：もちろん！香港映画、劇場で全力で応援します！

隅田 香織（すみだ・かおり）
香港情報発信サイト・香港ウンチク話
管理人。香港に興味をもったのは映画

『男たちの挽歌』がきっかけ。以来、
香港映画に魅了される。

汪 江美子（わん・えみこ）
サロンジャパン株式会社取締役。1959
年創業の撮影機材会社、香港沙龍（サ
ロン）電影にて日本事業戦略を兼務。

『盗月者』の日本配給を手がける。

九龍寨城公園内にある九龍城砦の模型

啓徳・AIRSIDEに展示された『九龍城砦』のセット（2025年3月撮影）



FLYING DRAGON4

び」を教えてく
れました。先生
から「あなたた
ちは日本の代表
として行くので
す。心して行っ
てね」と言われ
て、日本人学校
の児童とはそう
いうものか、使
命を背負っていくのだなと感じました。
──その他の行事はいかがでしたか。
かとまり　写生会が楽しかったです。6年生でレパルス
ベイに行き、私は山の上の方にある別荘と海の風景を描
きました。すると校長先生が気に入って、もう一人の児
童の絵とともに校長室に飾られることに。あの絵はその
後どうなったのかな（笑）。
──やはり小さいころから絵が上手かったのですね。修
学旅行はどこへ？
かとまり　5年生はマカオ、6年生は広州に行きました。
広州へは鉄道で境界を越えていきました。
──家族でよく行ったところはありますか。
かとまり　コーズウェイベイ（銅鑼湾）が多かったです
ね。そごう、大丸などのデパートの書店で日本のマンガ
を買っていました。タイクーシン（太古城）にもよく行
きました。あとは、母と一緒にハッピーバレーの市場へ
行ったり、姉妹で家の近所の商店へ行き、「これ下さい」
と広東語で話して買ってましたね。
　妹はコーズウェイベイの幼稚園に通っていて、お迎え
に行った帰りに母と3人でビクトリアパークによく行き
ました。海側に並んでいる低い木でお気に入りのが1本
あって、そこに座って本を読んだり、おやつを食べたり
するのが好きでした。
──香港で好きな食べ物は何でしたか。
かとまり　飲茶では、エビ蒸し餃子のハーガウ（蝦餃）、
チャーシューパオ（叉焼包）、ワンタン麺（雲呑麺）な
どです。エッグタルトのダンタッ（蛋撻）や、丸い形が
連なっているワッフルのようなガイダンジャイ（鶏蛋
仔）などのおやつも大好
きでした。ガイダンジャ
イは屋台で売っていて、
母親から衛生面でよくな
いから買い食いは禁止さ
れていましたが、学校帰
りに友だちが買ったのを
もらって食べてました。
幸いお腹はこわさなかっ
たですよ（笑）。

　かつて香港日本人学校に通ったOB・OGで、現在第
一線で活躍する人たちに香港の思い出と今のお仕事を聞
きました。

ゲスト：�かとまり さん（イラストレーター）
聞き手：�平野 純一（NPO法人日本香港協会広報委員） 

伊東 正裕（NPO法人日本香港協会広報委員）

──香港に住んだのはいつごろですか。
かとまり　1989
～92年の小学 4
年生から6年生
です。転勤が決
まった際、父親
が地球儀で「こ
こが香港だよ」
と教えてくれま
した。日本では
愛知県豊橋市に
住んでいて、高
層ビルなどはな
かったので、香港は初めての大都会で衝撃的でした。
──香港の街はどうでしたか。
かとまり　着いたのは5月で、暑くて湿気がムワーっと
きたことを覚えています。あと、どこに行ってもジャス
ミンライスの匂いがする。なんか変わった匂いがするな
あと思っていました。街は発展しているのに物乞いの人
が多いのにも驚きました。地下鉄の入口などで、体の不
自由な人が地面に座りプラスチックのコップを置いて、
お金を乞うている……貧富の差の激しさにショックを受
けました。
──香港の家はどちらでしたか。
かとまり　ハッピーバレーから山の方に登ったブルー
プールロード（Blue Pool Road、藍塘道）でした。香港
日本人学校も同じブループールロードでしたので歩いて
も通えました。クラスメイトがダブルデッカーの路線バ
スで通っていて、はじめの頃は私もそうして、途中から
はスクールバスにしました。

◆写生会で描いた絵が校長室に
──香港日本人学校の生活は楽しかったですか。
かとまり　5月から入り新学期には少し遅れましたが、
常に転校生がいる学校なのですぐに慣れました。当時は
児童が多く4年生は6クラスありました。日本の小学校
は5クラスだったので香港のほうが多かったですね。
　印象に残っているのは、現地の小学校との交流会です。
私のクラスは千代紙や爪楊枝で作った日本の着物の人形

「姉様人形」の作り方を教えて、それをプレゼントしま
した。香港の児童は赤い紐を使った伝統工芸「中国結

各界で活躍する香港日本人学校OB・OG　第7回

かとまりさん

鯉魚門にて

藍塘道（Blue Pool Road）を下るかとまりさん
（左）と妹と祖母
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◆会社の帰りにイラストレーターの勉強
──小学校を香港で卒業して、中学からは日本ですね。
かとまり　はい、同じ豊橋の家に帰りました。小学校の
時の友だちがそのまま中学でも一緒になり、私は何も変
わっていないのですが、「中国帰りの珍しい子がいるら
しい」と噂になって、教室まで見にこられたことも。そ
の後はずっと豊橋に住んで名古屋市立大学人文社会学部
に進み、絵を職業にすることはまったく考えていません
でした。
──就職は東京ですね。
かとまり　ファッションや美容が好きだったので、美容
師向けの専門誌を出している出版社に入りました。編集
部では外部のイラストレーターに仕事をお願いすること
もあります。すると、昔から絵が好きだったことを思い
出して、やはり自分も絵を仕事にしたいと考えるように
なりました。
　実は、今の夫とのデートの記録（行った場所、食べた
ものなど）を絵日記にして記念日に彼に渡したらとても
喜んで、「これすごくいいから、他の人にも見せないと
もったいない」と言ってくれたんです。それもイラスト
レーターの道を選ぶことへの背中を押してくれたと思い
ます。
　会社が終わった後に、著名なイラストレーターの原田
治さんが創設した築地のイラストレーター養成学校「パ
レットクラブスクール」に1年間通いました。その後す
ぐにデビューできたわけではないのですが、絵の仲間や
ギャラリーの知り合いができたことで、2014年に個展
をやりませんかと声を掛けてもらい、それを機に会社を
辞めてイラストレーターの仕事を始めました。
──どのような媒体にイラストを描いているのですか。
かとまり　決まった媒体はなく、雑誌、書籍、広告、パッ
ケージなど何でもです。紙の媒体以外にもウェブに掲載
されることもあります。ファッションや美容の雑誌の仕
事が多いので、やはり女性や、カラフルなタッチの絵が
多いと思います。

◆香港をテーマにした作品で個展を開く
──2023年に香港をテーマにした作品集を出されてい
ます。
かとまり　はい。「Blue Pool Road 香港のかけらを集め
て」という個展を京都（2023年）と東京（2024年）で
開催しました。
　クライアントワーク以外に続けているものとして、サ
イアノタイプ（昔設計図で使われた青焼き、日光写真）
を用いた、青い絵のシリーズがあるのですが、その技法
で、昔も今も変わらずにある香港の風景やものを作品に
して残したいと思ったんです。ブループールロードにあ
る古い洋風建築のマンション、2階建てトラム、飲茶、

スターフェリーなど、私のお気に入りの香港を描きまし
た。
──香港での体験は今の活動につながっているのですね。
かとまり　香港はも
ちろんですし、出身
地の豊橋もそうです。
自分のルーツに関わ
る場所を大切に想っ
ているので、豊橋の
コーヒー店の商品
パッケージや、駅前
で開催されるマル
シェのポスターの担当もしています。やはり好きなもの
を描く時が一番楽しいです。
　つながると言えばこの3月、念願叶って、作家として
香港での展覧会に出展することができました。昨年の個
展「Blue Pool Road」を見た香港の人が誘ってくださっ
たんです。映画をテーマにした、日本・香港・中国の
アーティスト10名のグループ展で、私はウォン・カー
ウァイ監督作品『花様年華』をイメージした青い絵を展
示しました。会期中には香港の会場を訪れ、主催者やお
客さんと有意義な時間を過ごせました。
──日本人学校の友だちとは今もつながっていますか。
かとまり　はい。6年生で帰国後、すぐに香港の友だち
と文通が始まりました。まだインターネットのメールは
ないので、エアメールのお便りです。日本と香港の近況
を報告し合っていました。
　インターネットができてからはフェイスブックで同級
生のグループができて、それで多くの人とつながりまし
た。同窓会の連絡はSNSで取り合っています。私が個
展のお知らせをすると、それを見た同級生たちが駆けつ
けてくれます。香港日本人学校での時期が重なっていな
くても、帰国後の同窓会で友だちになった人もいて、す
ごく広がりを持った同級生のつながりができていると感
じています。

〈かとまりさん略歴〉
愛知県生まれ。父親の転勤で小学4年生から6年生の卒業
まで（1989～92年）を香港で過ごす。名古屋市立大学
卒業。美容出版社勤務を経てイラストレーターに。現在は
東京を拠点に、書籍や雑誌、広告、パッケージなどのイラ
ストで幅広く活動中。定期的に展覧会も開催。

かとまり さん（イラストレーター）

作品集『Blue Pool Road 香港のかけらを
集めて』

左から伊東、かとまりさん、平野



FLYING DRAGON6

30日の香港国家安全維持法の施行、それにコロナ禍の
厳しい移動制限も加わり増加傾向となった。
　心を砕いたのは、組織としてネガティブな状況を如何
にポジティブ転換するかである。元気の素は前向きで明
快な指針と達成感を持たせる事。そこで改めて「事業領
域と販売地域の拡大」というミッションを掲げ、私自身
も香港の地にコミットして戦略を立て、現地社員と共に
実績を作っていくこととした。リストラで苦心する一方、
統合後の成長計画を策定し、戦略ごとにプロジェクト化
して達成を目指した。
　先ずは新たなスタートを切るため、オフィス賃貸のコ
ストダウンを図りつつ、社員のやる気向上、職場環境改
善も考え、新オフィスビルへ移転した。数あるプロジェ
クトの中で特に苦心したのは深圳への子会社設立である。
3年目での黒字化を約束してB to Bの販売子会社を設立
し、その後約束通り黒字化した。香港での地域社会貢献
活動にも力を入れた。このように当初3年半はやる事に
事欠かない状況で仕事に取り組んだ。
　2019年下期以降は政情が不安定化し、その後もコロ
ナ禍が続いてビジネスに大きな影響があった。BCM（事
業継続経営）の社内横断プロジェクトを立ち上げ、週7
日24時間SNSで連絡が取れる体制を整えた。抗議デモ
が行われていた際には、帰宅途中の従業員が誤って警察
に身柄拘束される状況もあった。顧客に接する拠点での
コロナ感染者との接触による一時的な拠点閉鎖、それに
伴うWeb公告の作成、顧客オフィスに出入りする従業
員の罹患に伴う顧客への連絡等、夜中や週末にも対応す
る責任感ある香港人社員達には本当に頭が下がった。
　困難な状況においてもBusiness as usualで結果を出
しつつ健全な運営が図られたのは、香港人管理職たちの
会社へのエンゲージメントのお陰である。彼らのプロ意
識と様々な配慮、実行力なくして私は組織をまとめられ
ずにいたであろう。あらためて感謝の気持ちが沸き起こ
るのである。

◆パワースポット香港
　最後に、私が香港を語る際のキーワードを二つ紹介し
たい。
　一つは、「竜宮城」。私にとって香港という街は楽しさ
に溢れ、若さを保てる場所だったからである（但し、こ
れは恵まれた駐在員が感じる香港の陽の側面に過ぎない
のであるが……）。
　もう一つは、「パワースポット」。人々や街が活動的で
エネルギーに溢れ、海と山に囲まれたパワーをもらえる
場所だからである。これからも香港の失われない永続的
な活力を信じている。
　さて、香港から帰国して玉手箱を開けてしまい、老け
込んだ気がしているのは私だけでしょうか？

◆香港でトレイニーとしてスタート
　1985年8月、入社2年目の私は初めて香港の啓徳空港
に降り立った。仕事での初の海外、また東南アジアへの
初めてのステップであった。1年間の駐在であったが、
そこから海外流転の会社人生が始まった。
　私が着任したキヤノン香港トレーディングはキヤノン
製品のアジア地域への販売拠点として、各国販売代理店
管理を担っていた。当時の香港の総代理店はジャーディ
ングループ傘下のジャーディンマーケティングサービス
である。1985年9月22日のG5プラザ合意以降に急激な
円高が進み、香港からのカメラの横流れのコントロール
も課題となった時期であった。私は香港や台湾でカメラ
店の店頭に赴き、価格調査を行ったりしていた。香港を
お忍びで訪れていた俳優の高倉健さんにネイザンロード
の高級百貨店 Lane Crawford で偶然出会って会話した
のもこの頃の懐かしい思い出である。
　当時の香港は未だア
ジアの旧植民地風情が
漂う街であった。日本
では表立って目にしな
いような貧富の格差を
目の当たりにしながら、
逞しく生きる人々や街
に充満する活気からエ
ネルギーをもらってい
た。
　私自身はその後、トロント、アムステルダム、ロンド
ンから北京駐在を経て、2016年4月に東アジア地域責任
者として、30年ぶりに香港駐在となり2022年9月まで6
年半在任した。欧州の駐在が長かったこともあり、アジ
アに舞戻るとは全く想定していなかった。

◆経営者として再来港
　再来港の任務は、香港とシンガポールにある地域統括
本部の統合である。2014年末にプロジェクトが北京の
アジア本部で立ち上がり、当時北京にいた私も事業責任
者としてプロジェクトに関わっていた。既に大陸側では、
ビジネス面でも香港は中国の一部との見方が強まってお
り、香港の東アジア統括機能をシンガポールに統合する
案と相成った。OKY（お前が来てやってみろの略。中
国ビジネスを知らない日本の本社に対して中国側の駐在
員が揶揄して使う隠語）、ならぬOIY（お前が行ってや
れ）という形で私は組織を閉じる側の役割を命じられた。
配置転換、自然減を伴って人員を減らし、組織の見直し
を行った。そして、日本人駐在員1名の香港マカオ地域
の販売サービス会社として再スタートを切った。外国企
業のアジア地域拠点の移転は、その後、2019年の逃亡
犯条例改正案への反対に起因した抗議デモと2020年6月

NPO法人日本香港協会（東京）　副会長　守永 俊一

私と香港ビジネス

尖沙咀の路地の店で雲呑麺をすする筆者
（1985年）
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香港経済貿易代表部が 
レセプション2025を東京で開催

　2025年3月19日、香港特別行政区駐東京経済貿易代
表部（HKETO）の主催によるレセプションが六本木に
あるザ・リッツ・カールトン東京で開催され、政官財界、
学界、メディアなど約500名のVIPが参列しました。

◆地域経済と貿易協力について促進
　冒頭、HKETOのウィンサム・アウ（歐慧心）首席代
表が主催者としてあいさつ。「香港政府の年次調査によ
ると香港で事業をしている日系企業は1,430社を数え、
海外企業の中で最多です。特にインベスト香港は海外か
ら500社以上の誘致に成功し、そこには日本の有名企業
も入っている」とあいさつしました。
　日本政府観光局（JNTO）によると2024年に来日した
香港人は268万人と人口の約3分の1を占めています。
日本人になじみのある店は、多くの香港人も知っていま
す。そういった背景から、香港人たちをターゲットに
2024年だけでも、ミスタードーナツ、鳥貴族など数多
くの日系企業が新たに香港に進出。アウ首席代表の言葉
を裏付けています。
　さらにアウ首席代表
は「香港政府は観光都
市である香港をさらに
発展させるため、香港
政府観光局（HKTB）
に12億香港ドル（230
億円）以上の予算を確
保しました。日本市場
向けには、日本の旅行
客を香港に誘致するた
めの特別なキャンペー
ン『カワイイ香港』というプロジェクトを実施。詳細は
後日発表する予定です。香港の『カワイイ』とはどんな
ところなのか？その答えをお楽しみに！」と語りました。
　そのほか、新潟日本香港協会主催の「アジアフォーラ
ム2025」が5月に開催されることから「香港から著名な
ゲストや講演者を迎える予定です。アジア各地からの代
表団とともに地域経済や貿易協力のさらなる促進に取り
くんでいきたいと考えています。この貴重なネットワー
キングに参加してください」と日本と香港の相互交流に
一層、力をいれていくことを語りました。

◆日本と香港は切っても切れない関係
　日本香港友好議員連盟顧問の海江田万里衆議院議員は

「日本と香港の関係は重要で、また香港に『経済の時期』
がやってきたと聞いています。香港が経済の中心となっ

NATIONAL
全国連合会

連合会・各協会便り

NPO法人日本香港協会（東京）　広報委員　武田 信晃

て、再び中国経済を引っ張っていってほしい。多謝、多
謝」とあいさつしました。また、昨年末、日本香港友好
議員連盟新会長になった自見はなこ参議院議員は「45
名が所属している超党派の連盟です。食文化や経済で
切っても切れない関係にあります。今年は大阪万博もあ
り、より一層交流が盛んになることを祈念しています」
と祝辞を述べました。
　会場の隣では、日本酒やクラフトビールを製造する企
業がブースを出し、試飲などを行っていました。その中
の1つである「SAKE HUNDRED」 は2018年に創業。
100年誇れる1本をというコンセプトから生まれた会社
で、日本有数の酒造技術を持つ酒蔵と共同開発したオリ
ジナルの日本酒を販売しています。担当者は「香港人は
日本の文化に対しての感度が高いので、日本酒のすばら
しさを知ってもらいたいです」と意気込んでいました。
　会場で提供されたビュッフェは、焼き物や点心類など
香港を思いださせるような豪華なメニューが数多く提供
され、参加者は何度も列に並びなおしながら香港に思い
をはせていました。また、レセプションの途中では恒例
のライオンダンスが披露され、二頭のライオンは会場を
縦横無尽に回りながら大勢の参加者の「頭をくわえ」、
福を届けていました。
　参加者お楽しみのラッキードローは、さまざまなもの
が提供されましたが、目玉は何といっても香港往復航空
券です。この時ばかりは自分に当たらないかな？と会場
が少しばかり静かになっていました。
　協会メン
バーを含め、
参加された
方々は、約
2 時間の祝
典の間、名
刺交換をし
ながら、自
分自身の香港とのつながりについて語ったり、日本と香
港のビジネスの交流の今後の可能性や協業について語り
あったりしていました。

主催者、来賓による記念撮影

ウィンサム・アウ首席代表あいさつ

福を届けるライオンダンス
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第24回NPO法人日本香港協会総会報告
　令和7年3月17日東京都千代田区一ツ橋の如水会館に
於いて、例年と同様「ハイブリッド方式」で第24回通
常総会が開催されました。今年は多くの正会員の皆様か
ら事前に委任状を提出していただいておりましたので、
無事に開催することが出来ました。正会員の皆様に厚く
御礼申し上げます。当日の総会リアル出席者数は43名

（うち正会員30名、法人会員12名、学生会員1名）で、委
任状の数は160通。Zoom参加の申し出者数45名でした。
　事務局長から定足数を確認の上、総会が適正に成立し
たことを報告。定款に則り佐藤会長に議長を委任し、定
刻（17：00）通り開始。第1号議案「令和6年度事業報告」
は、野島副会長が説明、第2号議案「令和6年度活動計
算書」及び「付随会計書類（貸借対照表、財務諸表の注
記、財産目録等）は、事務局長が説明。続いて勝又監査

役から監査報告を受け
た後、第1号議案並び
に第2号議案の採決を
実施し、満場一致にて
承認されました。
　その後、第3号議案

「令和7年度の事業計
画」について、守永副会長が日本と香港の相互理解を深
めるために、令和7年度も例年行っている事業の継続と
拡充に努めていく方針を説明。さらに、本年5月には新
潟で「アジアフォーラム」が開催されるので、全国の日
本香港協会メンバーでアジアフォーラムを盛り上げて行
く旨を報告。第4号議案「令和7年度活動予算計算書」
について、小柳理事が2025年度も協会収入の柱である
広東語教室、華人経営研究講座を中心として収入源を確
保しながら、経費の見直しを行っていく旨を説明。その
後第3号議案並びに第4号議案の採決を実施し、両議案
とも満場一致にて承認されました。
　第5号議案「役員の異動」について佐藤会長が説明。
5人の理事が辞任し、新任
理事（山内崇生理事）が就
任する旨満場一致で承認さ
れました。当日提出された
全議案が承認され、17 時
50分に総会を終了。
　当日は総会の前後にそれ
ぞれイベントを実施しまし
た。

◆講演会（16時～16時50分）
　総会の前に講演会を開催いたしました。講師は永年中
国ビジネスに携わってこられた著名なコンサルタント水

野真澄様（水野コンサルタンシー
ホールディングス代表）で、「香
港、中国（華南）のビジネストレ
ンドと日系企業の今後の選択」の
テーマでお話ししていただきまし
た。今回のご講演の内容は、香港
のビジネス環境が時代とともにど
のように変遷してきたか、香港の
ビジネス環境が変遷する中で日本
企業はどう対処してきたか、今後
アジアでビジネスを行うにあたり、
日本企業にとって香港が現在も有
する税制や物流等における優位性
の理解とその活用が重要であるこ
と、中国や香港とベトナム等アジ
アの国々とのビジネス環境の違い
等を、事例を踏まえながら網羅的

にご講演いただき、皆様から大変好評を博しました。因
みに水野様が2002年に執筆されました『中国ビジネス
投資Q＆A』は、当時香港の日本人駐在員の間で大変人
気で、香港の旭屋書店では、村上春樹の作品より売れて、
販売実績で第1位になったとのことです。

◆アジアフォーラムのアピール（16時50分～17時）
　講演会と総会の間に新潟日本香港協会の吉田会長と大
島事務局長が、本年5月21日～23日に新潟で開催され
るアジアフォーラムのアピールをされました。今回の新
潟のアジアフォーラムのテーマは「食で結ぶ新潟・香
港・アジア」で、アジアフォーラムには国内外約200名
の参加を計画されているとのこと。

◆立食パーティー（18時～19時、参加者40名）
　ご来賓の香港経済貿易代表部のウィンサム・アウ首席
代表にご挨拶、香港貿易発展局のベンジャミン・ヤウ首
席代表に乾杯のご発声をお願い致しました。約1時間と
短い時間でしたが、ネットワーキングをしながら和やか
な中に賑わいのあるレセプションでした。
　法人会員の皆様にもオブザーバーとして総会にご出席
いただくと共に、講演会やレセプションにも参加してい
ただきました。約3時間に亘る新年度最初のイベントも、
今回リアルご参加あるいはZOOMで視聴していただき
ました正会員の皆様、理事の皆様、そしてご協賛いただ
きました香港貿易発展局のご協力により、無事終えるこ
とが出来ました。皆様ありがとうございました。
　忙しい1日でしたが、全理事が一連のイベントに参加
して、今年度も協会活動に積極的に取り組んでいこうと
いう気持ちを一つにした1日であったように思います。
来年はより多くの皆様のご参加をお待ちしております。

TOKYO
NPO法人日本香港協会

連合会・各協会便り

NPO法人日本香港協会（東京）　事務局長　近藤 修

懇親会における正副会長、TDCベンジャ
ミン・ヤウ首席代表、ETOウィンサム・
アウ首席代表、新潟協会吉田会長

水野コンサルタンシーホー
ルディングス水野真澄代表
の講演会

総会で挨拶する佐藤会長

懇親会出席者全員の集合写真
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香港フォーラム参加
　2024年12月3日、4日に香港で開催された25周年記念
香港フォーラムに関西から17名の会員が参加しました。
参加者は男性4名、女性13名と圧倒的に女性が目立つ参
加になりました。田島等副会長が校長をしているファッ
ションスクール上田学園の講師と若い生徒7名と一緒
の参加、世界経済誌「フォーブス」（米国）で国際的に
活躍する女性として紹介された金子友紀さん（Miss 
Asia USA International 2022，2023グランプリ受賞者）、
Miss Business Global JAPAN（ベトナム）の日本ディ
レクターの狭山美佳さんと2025年度日本代表の佐藤香
菜子さん、国際的に活躍しているシンガーソングライ
ターの海賀千代さんなど、活躍している女性会員が多く
参加してくれて盛り上がりました。海賀千代さんは、昨
年9月にロシアのモスクワで開催された国際歌謡コンテ
スト、10月に英国のロンドンで開催された音楽のEXPO、
今年2月にはロンドンで開催されたLondon Fashion 
Weekなどで歌って絶賛されています。今回、香港でも
12月2日の日本前夜祭、翌日のクルージングディナー
パーティー、帰国前日には戒田会長の友人アンソン・
チャン氏の私邸で行われた歓迎パーティーで自然を敬い
感謝するテーマの曲を歌われました。又、クルージング
ディナーパーティーで戒田会長が香港フォーラム参加
25年皆勤賞で表彰され、総裁のマーガレット・フォン
さんからゴールドの盾を授与されたのもよかったです。
25年表彰はカナダの会長と2名だけだったそうです。

　香港では女性の活躍が目立っており、香港フォーラム
も企画・運営は全て女性の皆さんが仕切っています。上
田学園の若い女生徒さん達も毎年香港フォーラムで積極
的に交流して香港から多くのことを学んでくれているよ
うです。香港でのスタートアップ企業に若手女性経営者
が多いと報道されていますので、これからも女性事業家、
若手男性経営者の皆さんに積極的に香港フォーラム参加

KANSAI
関西日本香港協会

連合会・各協会便り

関西日本香港協会　事務局

を促したいと思いました。

チャイニーズ・ニュー・イヤー・パーティー開催
　去る2月18日にチャイニーズ・ニュー・イヤー・パー
ティーを中国料理「錦城閣」で開催し、50名の参加者
が美味しい春節特別料理とラッキードローを楽しんで親
しく交流しました。
　戒田会長の開会挨拶では、2024年度の嬉しい出来事
として田島等副会長が国連の世界平和人権大使に任命さ
れたことが披露されました。続いて、香港貿易発展局の
ベンジャミン・ヤウ日本首席代表が歓迎の挨拶、香港特
別行政区政府駐東京経済貿易代表部のウィンサム・アウ
首席代表の来賓挨拶、新潟日本香港協会の大島和憲事務
局長による新潟アジアフォーラムの説明があり、伊藤紀
美子副会長の乾杯の音頭で会食が始まりました。
　ラッキードローでは参加者の半分以上の34名に景品
が当たり、特別賞（キャセイパシフィック航空の香港往
復ペアチケット）で大変盛り上がりました。最後に、田
中義次副会長の閉会挨拶で閉会しました。

アンソン・チャン氏邸宅での歓迎パーティー

クルージングディナーパーティーでの記念写真

チャイニーズ・ニュー・イヤー・パーテイー開催
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新年情報交換会開催報告
　2024年5月に新体制の下で発足した中部日本香港協会
は、1周年を迎えました。2025年2月25日には、春節イ
ベント「新年情報交換会」が名古屋マリオットアソシア
ホテルで盛大に初開催され、次年度の活動に向けた機運

がより一層高まりました。
　会場には会員をはじめ、来賓として香港経済貿易代表
部のウィンサム・アウ（歐慧心）首席代表および中華人
民共和国駐名古屋総領事館の季文斌副総領事にもお越し
いただき、新規入会希望者と合わせて総勢43名が集結
しました。中国琵琶演奏家の涂善祥氏と、テノール歌手
の包金鐘氏の共演が会場に華を添える中、参加者が終始
和やかに交流を深める、素晴らしい機会となりました。

CHUBU
中部日本香港協会

連合会・各協会便り

中部日本香港協会　事務局

来賓と役員による乾杯

オープニングコンサートの様子

第25回香港フォーラム参加報告
　2024年12月3日、4日に香港ビジネス協会世界連盟の
世界大会、第25回香港フォーラムが香港コンベンショ
ン＆エキシビション・センターにて開催されました。中
部日本香港協会からは越智成幸会長と蔵野副会長そして
私の3名が出席しました。
　例年どおり、 2
日間の会期中には、
講演会、 ディス
カッション、視察
ツアー等数多くの
イベントが催され
ました。初日のメ
イン・セッション
では「国際競争力
の基盤」、 テーマ
別セッションでは

「香港の最新開発
－北部都会区」に
ついてお話を聞き
ました。また、開催初日のウェルカムディナーでは、世
界中のメンバーが一堂に会し、国際色豊かな交流を通じ
て、香港の夜景と共に船上ディナーを楽しみました。 2
日目は国・地域別に集まり、地域分科会が開催されまし
た。昼食講演会では香港特別行政区政府のジョン・リー

（李家超）行政長官が登壇し、香港の可能性についての
講演も行われました。さらに、香港フォーラムの前日、

12月2日には、「Victoria 
Harbour Supreme （海
港薈）」において日本
全国交流会が開催され
ました。2024 年一年
の活動を振り返るとと
もに、来年の新たな事
業計画が討議されまし
た。全国交流会は、年
に一度香港で交流がで
きる機会ということも
あり、今年も大盛況の
宴となりました。
　20 2 5 年 の ア ジ ア
フォーラムは12年ぶりの日本開催です。5月21日～23
日に新潟県にて行われます。日本の食と伝統文化を学ぶ
良い機会です。中部日本香港協会でも情報を共有し参加
告知活動を推し進めて参ります。

中部日本香港協会　会員　越智 博

日本全国交流会の様子

ジョン・リー行政長官のあいさつ

船上ディナーの様子
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香港とのつながりを祝う 
春節セミナー＆パーティー2025

　2025年3月18日、福岡市・ソラリア西鉄ホテル福岡
にて、九州日本香港協会と香港貿易発展局の共催による

「春節セミナー＆パーティー2025」が開催されました。
九州・香港両地域から多彩な関係者が集い、新年の節目
を祝うとともに、経済・観光・人材交流の今とこれから
を共有する場となりました。
　セミナーの冒頭では、九州日本香港協会の石原進会長

（九州旅客鉄道特別顧問）が登壇し、昨年参加した香港
フォーラムやアジアフォーラムの報告を交えつつ、北部
開発構想や地域間連携に触れながら、「どんどん香港に
出て行くべき。経済自由度の高い香港との交流をさらに
広げていきたい」と語りました。
　続いて、香港貿易発展局のベンジャミン・ヤウ日本首
席代表が、訪日香港人旅行者が過去最高の268万人を超
え、日本にとって香港は、農林水産物・食品の輸出面で
も長く信頼できるパートナーであり、多くの日本産品が
現地で受け入れられていることを紹介しました。また、
香港では日系企業が1,400社以上活動し、ニトリやドン
ドンドンキなどの日本の流通店舗も充実してきています。

「スタートアップが4,000社以上。香港を国際ビジネスの
ハブとして活用してほしい」と力強く語りました。
　来賓として登壇した、香港経済貿易代表部のレオ・
ツェー次席代表は「香港は福岡・熊本・鹿児島と空路で
結ばれており、特に昨年は福岡地域に多くの観光客が訪
れた。経済・観光双方において、九州との関係性がます
ます重要になっている」と述べました。
　特別講演では、鎮西学院大学総合社会学部の登り山和
希准教授が「九州域内における外航クルーズ寄港の現状
と課題～訪日香港人観光客の動向を中心に～」をテーマ
に登壇。港湾の整備状況や外国人観光客の動向に加え、
クルーズ観光の将来性、また訪日香港人の消費傾向の変
化などを詳しく分析。「長崎・佐世保を含む九州港は、

今後ますますアジアのクルーズハブとして期待される。
香港との連携にも十分な可能性がある」と語りました。
　続いて、新潟日本香港協会の吉田至夫会長より、5月
に開催予定の「アジアフォーラム2025 in 新潟」につい
て紹介がありました。市内視察ツアーや古町芸妓の歓迎、
魚沼エリアのエクスカーション、万博チケットの提供な
ど、地域文化と国際交流を結ぶ多彩なプログラムが予定
されており、「食でつながる香港・アジア・新潟」をテー
マとした意欲的な取り組みに注目が集まりました。
　パーティーでは、豊住慎一副会長（西日本シティ銀行
国際部長）の乾杯挨拶に続き、各テーブルで活発な交流
が繰り広げられました。「こうしたリアルな接点の場こ
そ、ビジネスの種が芽吹く」と語る参加者も多く、日港

交流への関心の高さが感じられました。
　恒例のラッキードロー抽選会では、味珍味有限公司、
岩尾磁器工業、西研グラフィックス、九電工、JTB福岡
支店、西日本シティ銀行、西鉄ホテルズ、福岡銀行、福
岡・大連未来委員会、Bicman Asia、レイナ、九州旅客
鉄道の計12社から合計30点を超える景品が提供されま
した。有田焼のマグカップや花瓶、ワイン、オリーブオ
イル、旅行券、食事券などが贈呈されるたびに会場は大
いに盛り上がり、交流の場に華を添えました。
　閉会の挨拶では、三溝尋紀理事（福岡銀行）より、「一
度の出会いをしっかりつなぎ、明日からのビジネスへと
実らせていきたい。来年も継続的に取り組んでいきた
い」と語られ、力強く締めくくられました。
　なお、本イベントの実施を通じて、香港との人的・経
済的な交流の重要性を改めて実感する機会となりました。
九州日本香港協会では、今回のセミナーおよびパー
ティーをきっかけに、九州地域と香港をつなぐ持続可能
なプラットフォームの整備に取り組んでまいります。今
後とも、会員の皆さま並びに関係各所のご理解とご協力
を賜りますようお願い申し上げます。

KYUSHU
九州日本香港協会

連合会・各協会便り

九州日本香港協会　事務局長　チェ・キョンミ

吉田会長ご登壇

ラッキードロー贈呈（岩尾磁器工業）
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総会・理事会、 
春節セミナー・レセプション開催

　2025年3月8日、山形日本香港協会の総会・理事会、
並びに春節セミナー及びレセプションが山形グランドホ
テルを会場として開催されました。春節セミナー及びレ
セプションについては、昨年の春節イベントと同様に、
山形日本香港協会と香港貿易発展局の共催、山形県、山
形市、山形商工会議所、山形県商工会連合会、一般社団
法人山形県国際経済振興機構より後援をいただいての開
催となりました。また、香港貿易発展局のベンジャミ
ン・ヤウ首席代表にも春節セミナーからレセプションの
最後までご参加をいただきました。

　春節セミナーにおいては、観光（インバウンド）と輸
出の二本立ての内容にて基調講演を行っていただきまし
た。多くの方に関心を持っていただけたようで、53名
の参加がありました。
　観光についての基調講演では、大正大学地域創生学部
公共政策学科の柏木千春教授より、「『選ぶ』、『選ばれる』
観光地域をつくる」と題し、お話をいただきました。柏
木先生は、お父様が山形県天童市のご出身ということで、
山形の実情を踏まえられたうえでの内容となりました。
日本におけるインバウンドの現在の状況、インバウンド
観光地としての山形県の日本の中での現在位置と課題、
山形県の持つ観光地としての潜在能力、今後どのような
視点での戦略や取組みが必要か、について他県の実例や
詳細なデータに基づいての話がありました。
　山形県は、日本におけるインバウンドの中心である、
北海道や京都、東京、大阪、富士山といったエリアとは
条件が異なるなか、新潟県・群馬県・長野県の3県（3
市3町1村）の地域連携としての雪国観光圏、栃木県大
田原市の大田原ツーリズムなど地域の文化や特性、資源
を最大限に活用した取組みを実例として紹介がされまし
た。コアなリピーター確保、ファンづくりの重要性とい
う視点から、ブランドコンセプトを一つに絞り、やまが

たブランドがもたらす世界観・物語を体感できる商品の
造成と整理をしてみてはどうかとの話がありました。山
形県としての観光戦略をこれから更に推し進めるにあ
たって、大変参考になる話であり、出席者の皆様も熱心
にメモを取りながら、お話をお聞きになっていました。
　また、一般社団法人東北経済連合会事務局の小野晋参
与より、「輸出先としての香港市場の魅力を再定義～東
北の輸出拡大戦略～」と題した基調講演がなされました。
九州農水産物直販㈱（九直）と連携した輸出の取り組み
について、お話がありました。従来の考えられた正攻法
ではなく、物流コストをいかに下げるか、いかに商流を
確保するのかの重要性について話がなされ、こちらの講
演も、参加者の皆様は大きな関心を持ってお聞きでした。
　香港貿易発展局の伊東正裕東京事務所長からは、最新
の香港概況についてお話がありました。あらためて香港
の方々にいかに日本文化が愛されているか、日本から香
港への輸出を増やせる余地がまだ十分にあると説明があ
りました。また、当協会の会員である㈱丸屋本店が香港
のセブンイレブンとのコラボにより、山形県産米はえぬ
きを使用したおにぎりを、昨年に発売開始をしたとの発
表があり、会場の方々も興味深く聞き入っておられまし
た。また、新潟日本香港協会の吉田至夫会長にもご登壇
いただき、今年5月に新潟で開催される「アジアフォー
ラム2025 in新潟」についての紹介がありました。
　レセプションでは、香港特別行政区政府駐東京経済貿
易代表部のレオ・ツェー次席代表、山形県の吉村美栄子
知事（代読：産業労働部岡崎正彦部長）、佐藤孝弘山形
市長（代読：商工観光部松沢聖次長）より、祝辞をいた
だきました。レセプションには54名の出席となり、春
節セミナーを含めると延べ61名の方々のご参加をいた
だき、大変な盛況のもとでの春節イベントとなりました。
またレセプションでは、出席者の方からご提供いただい
た、山形県の名産品であるさくらんぼや紅花を使用した
クラフトビールが振る舞われました。

　最後になりますが、今年の春節セミナー及びレセプ
ションの開催運営にあたっては、香港貿易発展局の伊東
正裕東京事務所長、引地洋介マネジャーをはじめ香港貿
易発展局の皆様には多大なるお力添えをいただいたこと
を、この場をお借りし、感謝申し上げます。

YAMAGATA
山形日本香港協会

連合会・各協会便り

山形日本香港協会　事務局

春節セミナー（左から、山形市商工観光部松沢次長、山形商工会議所矢
野会頭、ベンジャミン・ヤウ首席代表、山形日本香港協会大沼みずほ会
長、山形県産業労働部岡崎部長、大正大学地域創生学部柏木教授、東北
経済連合会事務局小野参与）

レセプション記念撮影（左から3人目上山市山本市長、左から4人目大
石田町庄司町長、右から3人目レオ・ツェー次席代表）
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春節のつどい2025開催
　北海道・札幌では春節最終日である2月4日から11日
にかけて冬の一大イベント「第75回さっぽろ雪まつり」
が開催されました。今年は日曜・祝日に風雪が強まるな
ど天候が悪化した影響もあり来場者数は232万7,000人
と前年比2.6％減となりましたが、日本国内だけでなく
海外からも多くの観光客の方が訪れて冬の札幌を満喫さ
れていました。
　さっぽろ雪まつりの熱気冷めやらない2月17日にホテ
ルモントレーエーデルホフ札幌にて「春節のつどい
2025」を香港貿易発展局との共催で開催致しました。

　当協会石水会長の開会挨拶に続いて香港貿易発展局ベ
ンジャミン・ヤウ日本首席代表が主催者を代表してご挨
拶しました。来賓としてお越しくださった香港特別行政
区政府駐東京経済貿易代表部ウィンサム・アウ首席代表、
北海道三橋剛副知事、札幌市町田隆敏副市長からご挨拶
を頂きました。中華人民共和国王根華駐札幌総領事の乾
杯のご挨拶の後に昼食を取りながらご歓談頂きました。
　昼食終了後には、香港貿易発展局東京事務所伊東正裕

所長が「香港の最
新概況」の講演を
行いました。講演
では、特に日本の
食に関する香港へ
の進出事例が数多
く紹介されていま
したが、食以外に
も家具や工芸品、
生活雑貨など様々
な商品が香港で支
持されており、大
湾区、アセアン経
済圏へのゲート

ウェイとしての香
港の魅力について
解説しました。
　また、株式会社
ニトリパブリック
山口章常務取締役
からは「北海道産
品の香港展開につ
いて」ご講演頂き
ました。講演では
海外からの輸入を
通じて空になった
コンテナを活用し
た輸出ビジネスに
ついてのご紹介
とともに、香港の
総合食品見本市

「 F o o d  E x p o 
PRO」出展への様
子や香港のニトリ
の店舗での北海道
物産展の様子など
海外でのビジネス
展開について解説
されました。
　最後に、香港貿
易発展局からの案

内に続いて新潟からお越しくださった新潟日本香港協会
大島和憲事務局長より5月21日～23日に新潟県にて開
催される「アジアフォーラム 2025」についてご案内を
頂き会は終了となりました。
　北海道日本香港協会では、引き続き香港と北海道の観
光、ビジネスなど交流の懸け橋として様々な取り組みを
行って参ります。

北海道日本香港協会理事会・総会を開催
　北海道日本香港協会は2月17日に開催した理事会での
承認を経て、書面にて総会を開催致しました。総会では
会長及び副会長選任、2024年活動報告並びに会計報告、
2025年事業計画（案）について賛成多数でご承認頂き
ました。今年度から2年間以下役員のもとで活動に取り
組んでまいりますので、引き続きご支援の程宜しくお願
い致します。

◎役員
　会　長　石 水　創（石屋製菓株式会社 代表取締役社長）
　副会長　町田 隆敏（札幌市 副市長）
　副会長　川村 哲夫（日本清酒株式会社 代表取締役社長）

HOKKAIDO
北海道日本香港協会

連合会・各協会便り

北海道日本香港協会

春節のつどい集合写真

伊東所長講演

石水会長開会挨拶

山口常務講演
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「春節セミナー&パーティー」を開催
　2025年2月13日17時から「2025春節セミナー＆パー
ティー」をTKPガーデンシティPREMIUM仙台西口 8
階に於いて開催しました。寒い中、約60名もの参加者
を得て、盛大に開催することができました。
　小野寺会長の挨拶で幕を開け、第1部はセミナーです。

「宮城そして、日本の職人技と香港富裕層のマッチング
の可能性」と題して株式会社門間箪笥店門間一泰代表取
締役の講演、続いて「仙台空港を経由して香港人を日本
の東北の名所・景勝地へ」と題して株式会社JTB仙台
支店の陶山貴史営業第一課長の講演と2つの講演があり、
その後香港貿易発展局の伊東正裕東京事務所長による

「お知らせ」がありました。お三方から約70分にわたっ
て香港の魅力についてご紹介いただき、参加者一同香港
の魅力に思いを新たにしました。

　さて、第2部はパーティーです。増子副会長による挨
拶、名誉顧問である村井知事の代理として出席された鈴
木国際ビジネス推進室長の祝辞、郡仙台市長の代理で出
席された白岩イノベーション推進部長の祝辞、香港貿易
発展局ベンジャミン・ヤウ日本首席代表の祝辞、そして
香港特別行政区政府駐東京経済貿易代表部レオ・ツェー
次席代表の挨拶の後、仙台国際空港株式会社の前田基代
表取締役の音頭による乾杯があって、祝宴となりました。

　会場には、香港の数々の飾り付けが施される中、参加
者も料理を楽しみながら、香港の気分を幾分か満喫する
ことができました。宴会の席上、新潟日本香港協会の大
島事務局長からアジアフォーラムのアピールや楊志寛氏
の歌の披露があり、会場をことのほか湧かせたのが本日

のメインイベント、「お楽しみ抽選会」です。たくさん
の景品が用意され、順番に抽選を行いました。当たるた
びに歓声が聞こえ、とても賑やかなパーティーとなりま
した。
　最後は泉岡副会長の閉会挨拶で終了です。あっという
間に時間が過ぎ、参加者の皆さんは、景品を片手に「ま
た来年、楽しみにしているよ」などと話しながら会場を
後にしました。

広東語教室の春節パーティーを開催
　2025年2月2日午前
11時から、荒川先生
のお宅で、恒例の春節
パーティーを開催しま
した。東京で行政書士
をしている小林幸一さ
んも参加、安達さん、
藤田さん、小林由季さ
ん、そして香港協会事務局からもペギーさんはじめ多数
参加、荒川先生のご主人も参加して、10名を超える盛
大なパーティーとなりました。いつもながら荒川先生の
手料理に、参加者一同おいしいの連発、香港の食を堪能
することができました。香港の人気俳優等の話で盛り上
がる中、アッという間に夕方の4時、別れを惜しみなが
ら再会を約して散会となりました。
　今回初めて参加した大学生の市川さんは、「赤を基調
とした装飾で彩られた荒川先生のお宅はとても華やかで
新鮮な空間だった。参加者の方々とお話しする中で、香
港への愛とその魅力が強く伝わってきて、食だけでなく
俳優や映画、文化や歴史などまだまだ知らない香港の魅
力をもっと知りたいと感じた」と感想を語りました。市
川さんは昨年、実際に香港を訪れた経験があり、「今回
のパーティーを通じて、改めて香港の文化の奥深さを感
じることができた」と振り返りました。
　次回の春節パーティーは初参加の方が増えて、さらに
素晴らしいパーティーになりますように。

MIYAGI
宮城日本香港協会

連合会・各協会便り

宮城日本香港協会　事務局

広東語教室春節パーティーのお菓子

広東語教室メンバーの記念写真

2025春節セミナーの様子

来賓の方々による乾杯
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「春節・香港ビジネスセミナー2025 in沖縄」開催
　令和7年2月7日、ホテルコレクティブにて「春節・
香港ビジネスセミナー2025 in沖縄」が開催され、多く
の参加者が集まりました。本セミナーは、春節を契機に
日中間の文化交流を深めるとともに、経済・観光分野で
のビジネスチャンスを探ることを目的としています。

　開会にあたり、沖縄日本香港協会の金城会長は「昨年
は円安の影響もあり、香港からの訪日客数が好調に推移
した一年となりました。日本政府観光局の発表によると、
過去最高であった2019年の年間訪日客数を上回る結果
となっております。沖縄への訪問状況に目を向けますと、
コロナ禍後、直行便の増便が段階的に進んでおり、本年
7月には、沖縄北部で大規模テーマパーク『ジャングリ
ア』の開園が予定されております。このテーマパークは、
豊かな自然環境を活かしたアトラクションや滞在型リ
ゾート施設を兼ね備え、国内外の観光客に新たな魅力を
提供することが期待されています。特に、香港をはじめ
とするアジア圏の旅行者にとっても、沖縄観光の新たな
目的地となる可能性が高く、これにより沖縄全体の観光
産業のさらなる活性化が期待されます。
　また、本日は、香港経済貿易代表部のウィンサム・ア
ウ首席代表にもご臨席いただいております。お越しいた
だき、誠にありがとうございます。セミナーでは、イン
バウンド戦略研究所の清水代表より、『訪日インバウン
ドで深化する沖縄と香港』についてご講演いただきます。
本日のセミナーが、ご参会の皆様のビジネスに資すると
ともに、香港と沖縄のさらなる交流・発展につながるこ
とを願っております」と挨拶しました。
　続いて、香港貿易発展局のベンジャミン・ヤウ日本首
席代表が歓迎挨拶を述べ、香港と沖縄の更なる友好関係
の発展に期待を寄せました。また、来賓として、香港経
済代表部ウィンサム・アウ首席代表が挨拶、香港と日本
の強い経済関係と今後の経済・人的交流の発展について
期待を話されました。

　基調講演では、インバウンド戦略研究所の清水泰正代
表が「訪日インバウンドで深化する沖縄と香港」につい
て講演を行い、訪日観光客の動向や市場戦略について解
説しました。　清水代表は「香港は、訪日者数の比率（2.8
人に1人）、リピート率（10回以上37.1％）1日1人当た
りの消費額（31,708円）、1人当たりの海外旅行消費額

（3,586米ドル）の4項目で世界一であり、観光分野にお
いて優位性が高く、沖縄も有力な目的地である」と話し
ました。また「香港の消費者の特徴として、目的以外の
消費には淡泊な一面をみせ、メリハリ消費者であり、宿
泊・食事は『徹底追及するこだわり派』と『価格・効率・
利便性を重視する割り切り派』と二極化している」と述
べ、今後の有望なマーケットとして温泉・禅などメディ
テーションや湯治や検診、豪華列車を目的としたシニア
マーケットや家族同様に旅行に連れて行くペットマー
ケットを挙げました。香港の後背地である広東省を含め
た市場として有望であり、香港は市場規模が小さいもの
の「インバウンドの実験室・テストケースとして活用で
きる」と新たな沖縄観光の魅力づくりの可能性について
も挙げました。
　その後、春節パーティーが開催され、参加者同士で交
流を深め、香港に関する情報交換や新たなビジネスの可
能性を探る場となりました。

OKINAWA
沖縄日本香港協会

連合会・各協会便り

沖縄日本香港協会　事務局

金城克也会長挨拶

春節セミナー

春節パーティー
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香港市場調査・香港広島県人会との交流会
　香港フォーラム2024に昨年に引き続き参加しました。
香港フォーラムに参加した後、現地のYATA、DAISO 
JAPAN、DON DON DONKI、SOGO、AEONなど香港
における日本商品の取扱状態について市場調査を行いま
した。
　いずれの店舗も現地のお客さまで賑わっていて、ソー
ス、卵、ふりかけ等、広島県の企業の商品も多く取り扱
われており、ポップアップや陳列方法等、日本の店舗と
同様の雰囲気を感じました。これらの店舗に行き、多く
の日本、そして広島の商品が香港に浸透していることを
実感しました。
　また、香港を訪問した際に恒例となっている香港広島
県人会の皆様との交流会を開催しました。初参加の方を
含め11名での開催で、香港や広島の事などについて情
報交換、交流を深めました。
　香港在住歴、業種、年代も様々な方にご参加いただき、

「香港にいながら広島を身近に感じる事ができた」や「広
島に貢献したい」等の発言があり、皆様の広島への熱い
思いが伝わる非常に有意義な時間を過ごすことが出来ま
した。当協会としても、このご縁を大切に香港・広島の
魅力を発信して参ります。
　帰路の便では、昨年11月に運航再開となった香港エ
クスプレスが運営する香港－広島直行便を利用しました。
香港国際空港9時15分発の便に搭乗しましたが、機内は
ほぼ満席の状態、乗客のほとんどは香港の方を含む外国
の方で、広島と香港の交流が活発であると実感しました。

春節意見交換会・セミナー
　2月10日にシェラトングランドホテル広島において春
節意見交換会とセミナーを開催しました。意見交換会に
は香港経済貿易代表部レオ・ツェー次席代表、新潟日本
香港協会の吉田至夫会長を来賓としてお招きし、吉田会

長からは今年5月に開催されるアジアフォーラム 2025 
in新潟のご案内をしていただいたほか、参加者の皆様と
昼食をとりながら、意見交換が行われました。
　昼食後にはインバウンド戦略研究所の清水泰正代表に
よる「訪日インバウンドで深化する広島と香港～インバ
ウンド増大と輸出促進の好循環について～」と題したセ
ミナーを実施しました。本セミナーでは、会員以外の方
にも幅広くお声がけし、観光業界はじめ多様な業種の
方々にご参加いただくことが出来ました。セミナーでは、
香港は1人当たりの消費額やリピーター率も非常に高く、
リピーターを意識したニーズの把握やリアルタイムな情
報発信が重要と強調されたほか、訪日香港人を起点とし
た口コミが広がることで輸出につながり、さらに後背地
へと市場が拡大する可能性についても触れ、「香港はイ
ンバウンドの実験室」としての役割を担うなど、今後の
市場拡大の試金
石となるとのお
話がありました。
　セミナー参加
者からは、「香
港の人が何を求
めて訪日してい
るかがわかった
ので、今後の戦
略に活かせる」、

「現地のトレン
ドについて知る
ことができてよ
かった」等の感
想をいただきま
した。
　引き続き、当協会では、会員の皆様と香港との相互理
解と友好を促進し、経済の交流を図るための活動を展開
していきます。

HIROSHIMA
広島日本香港協会

連合会・各協会便り

広島日本香港協会　事務局

香港‒広島直行便機内

春節意見交換会

セミナー
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香港フォーラム2024参加と 
アジアフォーラム in新潟開催のPR

　2024年12月初旬、新
潟日本香港協会として
香港フォーラムに参加
いたしました。今回は、
アジアフォーラム2025 
in新潟開催PRを兼ね
た視察ツアーとして実
施し、フォーラム期間
中の各イベントにおい
て新潟開催を告知する
機会を設けていただき
ました。具体的には、全国連合会の前夜祭、フォーラム
初日の歓迎夕食会、フォーラム2日目のアジア地域分科
会等、様々な場面でPR時間を頂戴し、新潟の魅力をお
伝えすることができました。現地では、日本香港協会の
佐藤会長、香港シンガポールビジネス協議会のデニス・
チュー会長、香港マレーシアビジネス協議会のディクソ
ン・チュー会長をはじめ、多くの方々のサポートをいた
だきました。その結果、アジア地域のみならず、アジア
以外の地域からも関心を寄せていただくことができまし
た。また、参加者の中には「東京や大阪には行ったこと
があるが、新潟には行ったことがない」という方も多く、

新潟の魅力につい
て広く発信する必
要性を改めて実感
しました。米どこ
ろ・酒どころとし
ての新潟をより多
くの方々に知って
いただけるよう、
フォーラム成功に
向けて準備を進め
てまいります。

春節セミナー＆イベントにて 
香港での日本食文化の歴史を知る

　去る3月4日、ホテルオークラ新潟にて春節セミナー
＆パーティーを開催し、総勢32名の皆様にご出席いた
だきました。セミナーでは、「香港における日本食文化
普及の歴史的経緯～現場の実体験から」と題し、現在香
港日本料理店協会名誉会長を務められているパシフィッ
クサイト東京の吉田寛代表取締役にご講演いただきまし
た。吉田氏は、香港の現地法人における日本食品の輸
入・卸販売をはじめ、アパレル製品の貿易ビジネス、日
本食専門店の開店など、多岐にわたる経験をお持ちです。

講演では、試食販売やストッキング、ティッシュの無料
配布、高層ビル内での飲食店開店といった、他社にはな
い独自の戦略にまつわる苦労や、成功に至るまでの経緯
を語っていただきました。また、「ホテルのお寿司をカ
ジュアルに」というモットーのもと挑戦を続ける吉田氏
の取り組みは、参加者の皆様にとって大変興味深い内容
となりました。当日は、来賓としてお越しいただいた香
港特別行政区政府駐東京経済貿易代表部のレオ・ツェー
次席代表、中華人民共和国駐新潟総領事館の崔為磊総領
事、および馮淳副総領事よりご挨拶をいただきました。
セミナー終了後には懇親パーティーを開催し、宮城日本
香港協会の事務局の皆様にも遠方から足をお運びいただ
きました。地域の垣根を越え、香港をはじめとする海外
事業について意見交換が行われ、和やかで活気ある雰囲
気の中、交流を深める機会となりました。ご多忙の中、
ご参加いただきました皆様に心より御礼申し上げます。

アジアフォーラム2025 in新潟 
開催に向けた広報活動に奮闘

　このたびアジアフォーラム2025 in新潟の開催にあた
り、吉田会長自らが国内の各協会を訪問し、また県内の
関係者との商談に足を運びながら、フォーラムの広報活
動に尽力してきました。新潟県内では、花角県知事、新
潟市の井崎副市長、新潟商工会議所、新潟経済同友会等、
多方面より全面的にバックアップをいただいておりま
す。新潟県民は保守的な一面があると言われますが、そ
の一方で忍耐力や粘り強さを持ち合わせています。この
フォーラムを通じて、そうした新潟の特性を海外の皆様
にも知っていただける機会になれば嬉しく思います。ま
た、新潟は決して大都会ではありませんが、どこか落ち
着く、アットホームな雰囲気があります。そんな新潟ら
しさを活かし、参加者の皆様にとって心温まるフォーラ
ムを実現したいと考えております。次号では、フォーラ
ム開催の様子を詳しくご報告いたしますので、ぜひご期
待ください。

NIIGATA
新潟日本香港協会

連合会・各協会便り

新潟日本香港協会　事務局　長部 未奈

全国連合会前夜祭にてウィンサム・アウ
首席代表と吉田会長

香港フォーラムクルーズディナーにてマーガ
レット・フォン氏へ新潟開催の報告

春節セミナー（左から崔総領事、佐藤会長、吉田会長、ベンジャミン・
ヤウ首席代表、レオ・ツェー次席代表、吉田寛代表取締役）
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　良い季節を迎えました。各協会の皆さま、いかがお過
ごしでしょうか。飛龍愛読者の中には、NHK連続テレ
ビ小説をご覧の方も多くいらっしゃると思いますが、こ
の3月31日から放映されている『あんぱん』は、高知出
身の漫画家、やなせたかしさんと、その妻、暢（のぶ）さ
んの人生を描いた愛と勇気の物語。皆さまご存知のアン
パンマンは長きにわたる不動の人気アニメであり、世界
中の子どもたちが大好きなキャラクターであります。高
知では、豪快で頑固一徹、気骨のある男性を「いごっそ
う」、男勝りで負けん気が強く気立てのいい女性を「はち
きん」と呼びます。主人公を務めるのは今最も人気の女
優である暢役、今田美桜さん、やなせたかし役にはこち
らも人気俳優の北村匠海さん。その他のキャストもそう
そうたる顔ぶれであり、最終回まで楽しみでなりません。
　この『あんぱん』放映を機に、高知県の香美市、南国
市、香南市をはじめとした県下各地で、広域なイベント
も随時開催されます。皆さんも是非ドラマをご覧いただ
き、高知に訪れてみてください。

春節セミナー
　さて、高知協会では毎
年恒例の春節セミナーを
3月10日に開催いたしま
した。
　香港貿易発展局よりベ
ンジャミン・ヤウ日本首
席代表、香港経済貿易代
表部より、レオ・ツェー
次席代表をお迎えし、春
節セミナーでは「訪日イ
ンバウンドで深化する高
知と香港」と題し、Japan Tourism Research & Con-
sultancy Limited 清水泰正代表取締役にご講演を賜りま
した。
　香港の優位性について、インバウンドにおける4つの
世界一を紹介いただき、①訪日者数の比率世界一、②リ
ピーター率世界一、③1日1人あたりの消費額世界一、
④年間海外旅行支出世界一などの数字に参加者からも称
賛の声があがりました。①については実に、2.8人に1

人が訪日されており、②
のリピーターにおいては
10 回以上訪れた方が
37.1％と驚異的な数字。
③では1人1日31,708円
の消費額、④では3,586
米ドルと、どれもが驚き
の数値でした。また香港
から日本への来訪に関し
ては、生涯訪日経験回数
5回以上の割合が約65％
とされており、香港と日

本の親和性を改めて感じた次第です。
　そして高知と香港の現状では、年々来高者が増えてい
るとはいえ、まだまだ数字としては国内でも下位に位置
しており、今後更なる連携強化が必要であります。特に
ブランディングに関しては、高知といえば〇〇というイ
メージ付けが必要であり、県内の様々な分野の方々と協
力すべき課題だと感じました。
　また今後の有望セグメントに関しては、ウエディング、
ペットマーケット、シニアマーケットが取り上げられ、
ウエディングではリーガルウエディング（海外での挙
式）においては日本が人気ナンバー1とのことで、自然
豊かな高知においてもこれからの可能性を感じました。
香港はインバウンドの実験室という清水代表取締役の締
めくくりの言葉がありましたが、香港との良好な関係性
をさらに活かして行きたいと強く感じた春節セミナーと
なりました。
　春節セミナー後には、この日のためにわざわざお越し
いただいた、新潟香港協会、吉田至夫会長より、本年5
月21日～23日に開催される「アジア・フォーラム2025 
in新潟」の開催PRがあり、なんと大阪関西万博のチ
ケットもいただけるという魅力的なプラン。高知協会か
らも動員に向けて取り組んでまいります。

　今回の春節セミナーでは3社の入会申し込みもいただ
き、大変盛り上がった会となりました。新年度を迎え国
内においては万博開催を含め賑わいを感じる1年になり
そうです。各協会の皆さまにおかれましても良い年度と
なりますようご祈念申し上げます。

KOCHI
高知日本香港協会

連合会・各協会便り

高知日本香港協会　事務局長　横山 公大

森本会長挨拶

懇親会の様子

新潟香港協会吉田会長のPR

春節セミナー



日本香港協会全国連合会 電話（03）5210-5901
　〒102-0083 　千代田区麹町3-4-5　トラスティ麹町ビル6階
 香港貿易発展局内

NPO法人日本香港協会（東京） 電話（03）5210-5870
　〒102-0083　千代田区麹町3-4-5　トラスティ麹町ビル6階

　香港貿易発展局内

関西日本香港協会 電話（06）4705-7030
　〒541-0052　大阪市中央区安土町2-3-13　大阪国際ビルディング10階

　香港貿易発展局内

中部日本香港協会 電話（0533）77-2468
　〒441-0304　豊川市御津町佐脇浜3号地1-27　株式会社平松食品内

九州日本香港協会 電話（092）260-3748
　〒810-8629　福岡市博多区中洲2丁目6-10　株式会社ふくや内

山形日本香港協会 電話（023）665-1310
　〒990-2301　山形市蔵王温泉丈二田752-2

　ユニテ蔵王ジョーニダ・リゾート内

北海道日本香港協会 電話（011）261-4288
　〒060-8661　札幌市中央区大通西3-7　北洋銀行国際部内　

宮城日本香港協会 電話（022）226-7025
　〒980-0021　仙台市青葉区中央1丁目6-18　山一仙台中央ビル8階

   株式会社Sola.com内

沖縄日本香港協会 電話（098）8686-3758
　〒900-0033　那覇市久米2-2-10　那覇商工会議所内

広島日本香港協会 電話（082）248-1400
　〒730-0052　広島市中区千田町3-7-47　広島県情報プラザ4階

　ひろしま産業振興機構　国際ビジネス支援センター内

新潟日本香港協会 電話（025）365-1250
　〒951-8065　新潟市中央区東堀通一番町494-3　2階　愛宕商事株式会社内

高知日本香港協会 電話（088）855-9570
　〒780-0056　高知市北本町4-4-7　パールマンション1301

　株式会社オルトル内

URL　http://www.jhks.gr.jp
飛　龍



自由に選べるフライトをこ希望ならGBA!

豊富な品揃えの機内食の中からお好みのものをオーダー。

フライト中には、こ自身でタブレットにダウンロー ドした映画を見たり、
お気に入りの本を持ち込んでデジタルデトックスを楽しんだり。00

GBAの旅は『十人十色』、様々なお客様に対応しています。

親切なクルーと評判のグレーターベイ航空で香港旅行をこ体験ください。

成田、関空、米子、徳島、仙台から香港へひとっ飛び！
(2025年5月現在）
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